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表層にいる魚を効率的に採集する

新しい大型トロール網を開発しました。

イメージキャラクターの愛称、募集中
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シリーズ

沿岸域の変化と
アマモ場の消滅



おさかなクイズ？�素朴な疑問シリーズ―3 答えは裏表紙にあるよ！�

生魚と解凍魚の�
見分け方は？�

魚を切ると血が出るのに、�
イカやタコを切っても�
血が出ないのはなぜ？�

■海岸線と沿岸域

海岸に沿った陸域と海域は「沿岸域」
と呼ばれています。沿岸域では、干潟と
その地先の砂や泥からなる海底に広がる
海草「アマモ」の群落（アマモ場）を取
り囲むように、陸域の後浜（あとはま）
や鼻、潮間帯の前浜（まえはま）、磯、
さらに、潮が引いても干上がらない海底
が近接し、お互いに係わりあっています。
特に潮の干満差が大きい瀬戸内海など内
海・内湾域の河口域などでは、干潟やア
マモ場が良く発達します。干潟やアマモ
場を含む多様な“場”がバランスよく共
存することは、魚介類をはじめとする多
彩な海洋生物が繁殖するために必要なこ
とです。アマモ場の現状は、沿岸域の漁
場がどのような状態になっているか、そ
の一面を表しているのです。

■「干拓」から「埋立」へ

列島の国である日本では、平坦な内
陸域が狭いことから、古来より「干拓」
によって農地の開発などが行われ、近
年では「埋立」により商工業用地の造
成や整備などが盛んになりました。
「干拓」は、河口域に自然に土砂が

供給されて干潟が発達する速度に合わ
せ、満潮になっても水没しない位置に
堤防を築き、時間をかけて新田開発を
進める工法で、干潟や藻場を下敷きに
することはありませんでした。一方
「埋立」は、海面に堤防を築いて囲われ
た内部に、土を盛って急速に埋める陸
化工法です。沿岸域での人間による陸
化の歴史において、土木工事技術の発
達などによって主な工法が「干拓」か
ら「埋立」へ変化し、多くの干潟や藻
場が失われていったのです。

■干潟とアマモ場の消滅

干潟とその地先に広がるアマモ場は、
勾配が緩やかなため、絶好の埋立適地
であり、最近の50年間に全国で行われ
た大規模な埋立により、その多くが消
滅しました。その結果、埋立地護岸な
ど人工の海岸が全体の5割近くまでに増
えています。
干潟もアマモ場も減少を続けていま

す。アマモ場の消滅の直接の原因は、
沿岸域での「干拓」から「埋立」への
陸化工法の変化によるものと言えます。
加えて、アマモ場の衰退に関しては、
解明されていない原因が大部分を占め
ることが大きな問題です。

■研究調査の意義

良好な環境を実現する事業は国レベ
ルで取り組むべき課題であり、アマモ
場の消滅を防ぐには基礎研究やモニタ
リングによるデータの蓄積が不可欠で
す。かけがえのない自然を次の世代に
引き継いでゆくためにも、より多くの
人々の理解と連携が、ますます大切に
なってきているのです。

（寺脇利信：研究調査部）

（吉田吾郎：瀬戸内海区水産研究所）
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沿岸域の変化と
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アマモ場の衰退原因解明が重要

調査ロープを使ったアマモ場の観測

アマモ場に群れるメバル



■トロール網とは

私たち日本人は、様々な魚介類を食材に
利用し、四季折々の旬の味を楽しんでいま
すが、美味しいからと言ってたくさん捕りす
ぎますと“乱獲”とよばれる状態になります。
水産総合研究センターでは，乱獲にならな
いように、魚の量を調べて、その魚の量に
応じて漁獲できる適切な量を推定するため
の研究をおこなっています。この魚の量を
調べる時に、トロール網と呼ばれる漁具が
よく使われます。
トロール網は、昆虫採集に使われる網の
様な円錐状の形状をした網です。これを調
査船で曳

ひ

き、魚を採集します。海底にいる
かれい類や海底付近にいるスケトウダラ（か
まぼこの原料や、卵はタラコや明太子とし
て利用されています）、あるいは中・表層に
いるアジ、サバ、イワシ、サンマなど、様々な
水深にいる魚の量を調べるために使われま
す。
図１に、上から見た従来のトロール網とそ
れを曳

ひ

く調査船を模式的に示しました。2本
の曳

ひ

き綱（通常ワイヤーが使われる）を使っ
て網を曳

ひ

きますが、2本の曳
ひ

き綱だけでは
網が円錐状に開きませんので、網の口を拡
げるためにオッターボードと呼ばれる板を
曳
ひ

き綱に取り付けて曳きます。お正月に凧
揚げをして遊びますが、凧が揚がる原理と
同じようにオッターボードに発生する力よっ
て網の口を開かせます。

■新しい大型トロール網（サイドトーイング

表層トロール網）の開発

海底付近や中層にいる魚を採集する時
は、図1に示した従来の網の曳

ひ

き方で問題
がありませんが、海面付近にいる、例えばサ
ンマなどを採集する時は、網が海面上に見
えるくらい浅い表層を曳

ひ

く必要があります。
その場合、調査船が通過した直後を網が曳

ひ

かれることになりますので、調査船の通過や
調査船の航走によって起こる波や流れによ
って魚が逃げてしまう可能性があります。そ
こで、調査船が通過した場所から離して曳

ひ

ける新しいトロール網を開発しました。これ
をサイドトーイング表層トロール網と呼ぶこ
とにします。
従来のトロール網は図１に示しましたよう
に、オッターボードを左右対称に取り付けて
曳網
えいもう

しますが、サイドトーイング表層トロール

網は、どちらか一方のオッターボードのみを
用いて曳網

えいもう

します。今回開発したサイドトー
イング表層トロール網では、右側だけにオッ
ターボードがありますので、オッターボードの
網をひろげる力のために、図1に示したよう
に進行方向に対して右側に網がでていきま
す。
原理は簡単ですが、2本の曳

ひ

き綱に異な
る力がかかるため、網のバランスをとること
が難しいと考えられていました。実際に試
験操業（図2）をおこなった例としては、我が
国では水産工学研究所が初めてです。主に
サンマを対象に試験操業を繰り返し行い、
網のバランスを取ることに成功し、たくさん
のサンマを採集することができました。この
新しい曳網法

えいもうほう

は、魚の量を調べるためだけ
でなく、今後表層にいる魚を対象にした漁
業にも応用ができます。

（渡部俊広：水産工学研究所）

おさかな一口メモ�
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カワビシャ科に属するこのさかなは、
前頭部が硬い骨状の鎧のようなもので覆
われています。
このさかなは天皇海山に棲んでいます。
天皇海山は日本とハワイとのちょうど中
間くらいにある海山列（海の中にある山
脈）です。
この海山で、このさかなの親たちは冬

に産卵を行います。産まれたたくさんの
稚魚は北太平洋の表層に広く散っていき
ます。数年後、体長30センチ程度に成長
して体にたっぷりの脂肪分を蓄え、産卵
のためふるさとの海山に戻ってくると考

えられています。
約40年前、旧ソ連のトロール漁船がこ

の海山でこのさかなをたくさん獲ること
に成功しました。日本漁船も操業し年間2-
3万トンの漁獲をあげたこともあります
が、約10年で漁獲は急に減少してしまい
ました。獲りすぎが原因だと考えられて
います。
昨春から久々に漁の回復がみられ、昨

年1年間で約1万トンの水揚げがあったと
いわれていますが、今年に入り漁はやや
落ちてきたようです。

クサカリツボダイのみりん焼き
市場では「ツボダイ」で流通している

ようです。川崎市中央卸売市場では「ツ
ボダイみりん漬け」の商品名で、半身約
150gが1枚240円で売られていました。脂
ののりがよく、グリルでじっくり焼くと
美味しいですよ。

ツボダイのはじかみ枕に何の夢

表層にいる魚を効率的に採集する
新しい大型トロール網を開発しました。

図2.サイドトーイング表層トロール網の曳網風景
（調査船から真後に向かって写真を撮った）

クサカリツボダイ
天皇海山のさかな

図1.従来のトロール網と新しいトロール網の比較
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船が走行することによって
波や流れが発生する

従来のトロール網

新しいトロール網

新しいトロール網
調査船が通過した所から離れた
場所で網が曳かれている
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